
2020年2月に「新型コロナウイルス対策本部」を立ち上げて以降、安
全・安心なお店づくりのための対策を行っています。消毒液の設置や
レジ前のビニールカーテンなどに加え、音声やポスターなどでご案内
を実施し、お客様と従業員さんを守る取り組みを重ねています。

お店ではレジ横に募金箱を設置しています。通常、お客様から
お預かりした募金は（一財）セブン‐イレブン記念財団（詳細
はP24へ⇒）を通じて、環境市民団体支援や自然環境保護・保
全などに活用されています。大規模災害の際にはセブン‐イレ
ブンが主体となり、災害復興支援などの募金に切り替え、お客
様から寄せられた募金を被災地にお届けしています。並行して
物資支援を行うなど、被災地支援に取り組んでいます。

専用アプリを活用し、隔月で全国のお店を対象に防災
訓練を実施しています。災害時の行動シミュレーション
を繰り返すことで、迅速な状況把握、早期復旧に寄与
できるよう体制強化を図っています。

河川氾濫による浸水の危険を察知し
当該のお店に迅速に情報提供し安全確保
最上川水系の氾濫危険地域ハザードマップを合わせて、Google
マップ上に表示された最上川
水系周辺のお店や、物流の状況
をリアルタイムで把握。どのお
店でどういう対策をすればいい
か、予測や事後対策も含めて本
部で素早く判断し、当該のお店
に連絡・対応を要請しました。

東日本大震災時、海外のセブン‐
イレブンでの呼びかけ。

レジカウンターにリサイクル素材を使用した
飛沫飛散防止用間仕切りを設置。

物資支援の一例

約2万1,000店の停電状況、
輸送車両約7,000台の状況を地図上に表示。
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2021年2月、直接お店より情報を
報告できる専用アプリを開発。

非常時にお店をサポートするべく
リアルタイムで情報を見える化

小さな工夫を積み重ねて
従業員さんもお客様もお守りする

有事の際には義援金を募り
被災地に物資支援を実施

「セブンVIEW」は災害発生時にお店
の被害状況などを、リアルタイムで把
握できる独自システム。スマートフォ
ンやタブレット用アプリも開発し、
お店が被災状況や従業員さんの安否
などを入力すると、即座に「セブン
VIEW」のマップ上に反映され、情報
共有ができます。本部ではお店の状況
を考慮し配送網などを調整。有事の際
にお店を守り、迅速に対応できるよう
に備えています。

活 事用 例

●  被災地の様々な情報を地図に反映
●  本部とお店がリアルタイムで現状把握
●  初動対応がより的確に
●  関連アプリと連携

●  2022年8月   新潟県村上市 
天然水2リットル13,872本（2,312ケース）

●  2021年8月   広島県安芸高田市 
おにぎり2,750食、ペットボトル飲料
600ml 2,016本、カップラーメン504個、 
カップスープ類516個、パン1,250食

●  2021年2月   栃木県足利市 
ペットボトル飲料1,560本、菓子120個 、 
カップラーメン240個、パン200個

システムの特徴

義援金募金額

�������� �å�S������4,862万1,363円

●  消毒スタンドの設置

●  間仕切りシートの設置

●  レジ待ち間隔の確保シール

●  レジ画面でのご案内

●   揚げ物など商品提供時の衛生管理の徹底

主な取り組み

消毒スタンドの設置のほ
か、店内の音声案内、レ
ジ画面、ポスターで感染
防止へのご理解とご協
力をお願いしています。

海外のセブン‐イレブンでも
募金活動を行っています！

お客様・地域・従業員さんを守るため

コンビニエンスストアはお客様の日々の暮らしを支える生活インフラでもあります。
もしもの際に地域社会のお役に立てるよう様々な側面から「備え」を強固にしています。

�u�“�Ö     災害対策システム

「セブンVIEW」1

�u�“�Ö     誰もが安心できるお店にするため

    お店の感染症対策2

�u�“�Ö    有事における被災地支援

  義援金募金と物資支援3

皆様、ご協力ありがとうございます
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毎日打ち水を行い、空調機
の電力を削減。ホワイトボー
ドと朝礼で情報共有も。

ゲーム感覚で楽しく節電
に取り組めるように工夫
しています。

使わない時間は揚げ物の機
械の電源はオフに。空調管
理や清掃もこまめに実施。

数値目標クリアに向けて
お店の皆を巻き込んで積
極的に活動中！

野洲市三宅店
前田真悠子さん

中央区 
月島1丁目店
田島弘貴さん

矢掛小田店
杉本康恵さん

足利赤松台入口店
木村正恵さん

お店でのLED照明の導入や太陽光発電パネルの設置、蓄電
池の導入による省エネ・再生可能エネルギーなどを活用して
CO2排出量を削減。CO2排出量実質ゼロが最終目標です。

 グループの店舗運営にともなうCO2排出量（2013年度比）

セブン‐イレブンでの主な取り組み

省エネ設備の導入…P24へ

2030年の目標

50%削減
2050年の目指す姿

排出量実質ゼロ

「CO2排出量削減」
脱炭素社会

目標・目指す姿

食品廃棄物の削減・リサイクルを推進中。「てまえどり」や
長鮮度化商品を開発することで廃棄を減らし、期限切れ商品
は飼料や肥料などに活用されています。

 食品廃棄物量
   （発生原単位・売上百万円あたりの発生量。2013年度比）

 食品廃棄物のリサイクル率

セブン‐イレブンでの主な取り組み

エシカルプロジェクト…P27へ

2030年の目標

50%削減
2050年の目指す姿

75%削減

「食品ロス・
    食品リサイクル対策」

循環経済社会

目標・目指す姿

2030年の目標

70%
2050年の目指す姿

100%

レジ袋やプラスチック製容器などの使用量削減、および再生
に努めています。使用する場合も、バイオマスプラスチック
など環境配慮素材へ順次変更を進めています。

   プラスチック製 
レジ袋の使用量

  オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で 
使用する容器は、環境配慮型素材※を使用

※バイオマス・生分解性・リサイクル素材・紙など

セブン‐イレブンでの主な取り組み

ペットボトルの回収・リサイクル…P25へ

2030年の目標  使用量ゼロ

「プラスチック対策」
循環経済社会

目標・目指す姿

2050年の目指す姿

100％
2030年の目標

50％

安全・安心で環境にも配慮した商品を提供するため、GAP認
証やMSC認証、オーガニックなど、持続可能性が担保された
食品原材料の使用・取り扱いを増やしています。

   オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用する 
食品原材料は、持続可能性が担保された材料を使用

「持続可能な調達」
自然共生社会

目標・目指す姿

2050年の目指す姿

100％
2030年の目標

50％

セブン‐イレブンでの主な取り組み

サステナブルな原材料の使用…P28へ

持続可能な社会の実現を目指し
4つのテーマで取り組みを推進

グループの最新の取り組みは
こちらでご紹介！

セブン＆アイグループ『GREEN CHALLENGE 2050』

電力需給のひっ迫やCO2排出量の削減の観点から、お店の省エネ活動の重要度
は増しています。継続的に取り組んでいる「省エネ対策重点6項目」に加え、各
お店ごとに省エネに関する取り組みを推進する「省エネリーダー」を選任。お店
ごとに目標を設定し、達成度を全員で共有するなどして意識を高めています。

重点課題❸  店舗設備・運営における取り組み 

お店で取り組む省エネ対策の一例をご紹介します。

グループの環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』の目標を共有し、
地球とその未来に対してできることを考え、セブン‐イレブンらしい
やり方で皆様とともに推進していきます。

ホワイトボードやPC画面などで
数値や成果を全員で共有。朝礼
で再度達成度を伝えるなど、目
標が達成できるよう常時声をか
けています。

情報や進捗をみんなで共有
冷蔵庫に商品シールを貼り、中
身をわかりやすくして冷蔵庫の
開閉回数を減少。常温商品を冷
凍する際は冷蔵庫で冷やしてか
らにすると節電効果大。

※対策はお店により異なります。

冷蔵庫などの開閉を減らす
事務所エアコンの設定温度を1度
かえるだけで節電になります。運
転効率を上げるため、フィルター
なども定期的に清掃しています。

エアコンの温度設定と清掃
エアコンの室外機周辺に打ち水を
かけると、省エネに効果あり。水
の蒸発時の気化熱で周囲の体感温
度も下がるので、一石二鳥です。

室外機周辺に打ち水

お店で取り組む様々な省エネ対策

CO2排出量削減

お店ごとに「省エネリーダー」を選出し
一丸となって省エネを推進

省エネリーダーの活躍と省エネ対策
1

各店の

「省エネリーダ
ー」より

セブン＆アイグループでは2019年に環境宣言
を策定し、4つのテーマで取り組みを推進して
います。豊かな地球環境を未来世代につなぐ
ため、当社もお店運営や商品開発などあらゆ
る面から環境負荷低減を進めています。
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福井県坂井市に新設された6,000 kW超の大規模な太陽光発電所。

ー 3 本 柱 で 環 境 保 全 に 取 り 組 む ー

CO2排出量削減
実証実験店でCO2排出量削減に挑み
結果を踏まえて全国のお店へ展開を図る

太陽光発電パネルを設置するお店は全国8,775店※、LED照明はほぼ全店※

で導入され、CO2排出量削減を推進。さらに「省エネ実証店舗」では、大
容量太陽光発電パネルやCO2冷媒利用の冷凍冷蔵設備などを導入し、CO2
排出量の削減に向けテストを実施しており、今後全国に展開予定です。
※ともに2022年2月末時点

重点課題❸  店舗設備・運営における取り組み

省エネ設備の導入と実証実験4

皆様、ご協力をお願いします！
くわしい情報はこちらから

災害による甚大な被害が発生した際は店
頭募金を義援金募金に変更し、被災地へ
の寄付を行っています。

災害復興支援

地域で環境保全やまちづくりに取り組む
市民活動を積極的に支援。また、各種団
体のネットワークづくりにも注力中です。

環境市民活動支援

全国17カ所の「セブンの森」づくりとと
もに、大分県と東京都にて自然学校を運
営。各種団体・組織への募金も実施。

自然環境保護・保全

紙の原料の一部にセブンの森の間伐材を使用！

地域の方や地元企
業の参加も増え、
地域をあげての取
り組みに進化。

1993年設立の（一財）セブン‐イレブン
記念財団では、お客様からの店頭募金、
当社や企業、団体や個人の寄付金をもと
に、産学官民連携での自然環境保全プロ
ジェクト「セブンの森」づくりを推進。
森・里・川・海の全国17カ所の植樹や
海岸清掃、アマモ場づくりなどを通し、
「CO2削減」や「豊かな自然環境の再
生」に取り組んでいます。

重点課題❻  社会貢献活動

加盟店と本部が一体となって設立
環境をテーマに社会貢献に取り組む

セブン‐イレブン記念財団

2021年度の店頭募金額

4億3,680万9,753円

北陸電力と「オフサイトPPA」を締結し、
2022年春より北陸三県の約300のお店に
再生可能エネルギーを電力源として供給
しています。北陸電力が所有する大規模
発電施設「北電BESTテクノポート福井太
陽光発電所」の電力を20年間、各店舗に
供給するもの。再生可能エネルギーの長
期供給・調達により、カーボンニュートラ
ルの実現を目指していきます。

重点課題❸  

店舗設備・運営における取り組み

配送回数や方法、車両なども見直して
配送業務で発生するCO2排出量の削減に挑む

お店への商品配送回数を創業当初の1/7に減らし、CO2排出量を
大幅に削減。コンビニ3社との共同配送のテスト実施などにくわ
えて、電池や水素車両も導入し、物流の効率化と環境への負荷
低減を推進しています。

重点課題❸  サプライチェーンでの取り組み

配送方法や車両を変更し環境負荷を低減3

太陽光発電所から再生可能エネルギーを調達し
北陸三県の約300のお店へ供給

太陽光発電所からの電力調達
2

●  長期の安定的な再生可能エネ
ルギー調達が可能に

●  地域のカーボンニュートラル
推進に貢献できる

●  北陸電力グループは継続的な
サービス提供が可能に

義援金募金活動は詳細をP20に掲載。

PPA（Power Purchase Agreement）とは、企業が太陽光発電事業
者などと長期・固定価格で電力供給契約を結ぶこと。発電場所と供
給場所が離れている場合、オフサイトPPAと呼ばれます。

「オフサイトPPA」とは？
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プラスチック対策

海の生態系に影響をおよぼすことが問題になっている、海洋プラスチック。そ
の約8割が陸（街）から川を伝って海に流れ出したものとされています。そこ
でセブン‐イレブン・ジャパンでは日本財団と環境省の共同事業である「海ご
みゼロウィーク」の清掃活動に参加し、市街地でごみ拾いを行っています。

ポイ捨てをしないことが海を守ることにつながる

一部のお店にペットボトル回収機を設
置し、お客様参加型のリサイクルを展
開しています。回収したペットボトルは
資源としてリサイクルし、再びペットボ
トル飲料や商品として販売しています。
サーキュラーエコノミー（循環経済）の
実現を目指し、お店や地域の皆様のご
協力をいただきながら「ボトルtoボト
ル」の取り組みを進めていきます。

重点課題❸  

石油由来のプラスチック削減

ペットボトル回収機の設置を
通したリサイクルの推進5
お店でペットボトルを回収する
お客様参加型リサイクルを展開

ペットボトル回収機 
設置店舗数

2,234店
（2022年9月末時点）

店頭での年間回収量

約4,318万本相当
（21年3月～22年2月）

セブンプレミアム
一（はじめ）緑茶一日一本
118円（税抜）

回収機設置店の
検索はこちらから！

消費者の皆さんの環境問題に対する関心が高まっています。ペットボト
ルリサイクルは誰でも取り組みやすい活動であり、CO2排出量の削減、
石油資源の利用抑制などにつながります。この水平リサイクル「ボトル
toボトル」を通じて、循環型社会の形成にともに努めてまいります。

協栄J&T環境株式会社 代表取締役社長  古澤栄一 様
■ ペットボトルリサイクル会社

回収したペットボトルをペットボトルに再生させ
資源として循環させる「ボトルtoボトル」を推進

お客様から
お預かり

セブン‐イレブン店頭

原料をペットボトル
に再生

商品に変身！

飲料メーカー

収集・運搬

収集会社

ペットボトルを
再原料化

（ボトルtoボトル）

ペレット※に
生まれ変わる

リサイクル会社

お客様の元へ

再び店頭へ

お取引先より

容器にリサイクルPETや
バイオマスPETを使用！

森林の多様性を守る
FSC認証紙を使用！

※ 加工しやすいように 
粒状にしたもの

西日本PETボトル 
MRセンター
（三重県津市）

回収・選別
減容処理

石油由来のプラスチック使用量を削減し
並行してペットボトル回収機設置も推進

お店でお渡しするスプーンなどのカトラリーは従来品に加え、一部のお店
では植物由来のバイオマス素材が配合された環境配慮型カトラリーを配
布。商品包装のプラスチック素材の薄肉化などとあわせて、プラスチック
の使用量の削減を進めています。また、有料レジ袋の販売による「本部収
益相当額」をペットボトル回収機の設置費用の一部として活用しています。

重点課題❸  石油由来のプラスチック削減

環境負荷を減らした新素材を導入
プラスチック使用量を約12％削減

お店の冷蔵・冷凍品に設置するプラスチック製販促物を、植
物由来バイオマス素材を配合し、耐久・耐水性に優れた新素
材「ユポグリーン※」に切り替えています。
※ユポグリーンは植物由来のバイオマス樹脂を配合し、従来品より石油由来のプラスチッ
ク量を削減した合成紙。耐久性や耐水性に優れる

重点課題❸  石油由来のプラスチック削減 

商品の品質を保ち環境にやさしい工夫を

サラダカップは環境配慮型PET容器に、またチルド弁当容器やサン
ドイッチフィルム（一部）を紙化するなど、便利さはそのままに環
境配慮型に進化しています。ボタニカルフィルムやライスインキも
使用し、今後も環境にやさしい包装容器を変更していきます。

重点課題❸  石油由来のプラスチック削減

お店でのプラスチック削減

店内販促物を環境配慮型素材に

環境にやさしい包装・容器に変更

6

7

8
●  ペットボトルを資源として
お預かり

●  回収資源を使用したペット 
ボトル飲料を再び販売

●  ペットボトル回収で
nanacoポイントがもらえる
おトクさ
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食べ物に感謝の気持ちを込めて、たいせつに手軽においしくいただ
く賢者のレシピ。食材を育てる人・調理する人・食べる人みんなを
HAPPYにしてくれます。

無駄なく使いきる！ 食品ロスを考慮した「賢者のレシピ」

持続可能な調達食品ロス・食品リサイクル対策

生徒さんから232作
品が寄せられ、10作
品が店内に貼り出さ
れました。お客様か
らも「親しみやすい」
と好評を博しました。

                    地域ごとに工夫を凝らし
て推進する「てまえどり」

Food
Recycling

すぐに食べる時は、手前の商品を選んでいただ
くことで食品ロス削減につながる取り組み

2021年6月より、各省庁やコンビニエンスストア各社とともに
「てまえどり」を推進しています。「てまえどり」とはすぐに召
し上がる予定の場合、手前に置いてある商品から選んでご購入
いただくことで、食品ロス削減につなげる取り組みです。一部
地域では自治体と協力し、オリジナルPOPの設置等でお客様へ
ご協力を呼びかけています。

重点課題❸  食品ロスの低減・廃棄物の減量化

愛知県での取り組み
 「あいち食ロス月間」

緑のシールは環境配慮とおトクの目印
食品ロス問題を意識していただくきっかけに

お店ではお弁当やパンなど、対象商品の販売期限が近づくと
緑色のシールを貼ります。このシールが貼られた商品を電子マ
ネーnanacoで購入したお客様にポイントを付与する、「エシカ
ルプロジェクト」を推進しており、食品ロスの削減に協力しな
がらnanacoポイントももらえると、お客様から評価をいただ
いています。

重点課題❸  食品ロスの低減・廃棄物の減量化

販売期限が切れた食品を再利用
地域と進める循環型の食品リサイクル

一部エリアでは、お店で発生してしまった販売期限を過ぎた食品
を回収。また、店内調理で使用した油を回収し、食品リサイクル工
場で飼料、肥料、液肥などにリサイクルし、再利用しています。

重点課題❸  食品ロスの低減・廃棄物の減量化

てまえどりの推進

エシカルプロジェクト

食品リサイクル

新鮮さを長く保てる長鮮度商品を増やすとともに
少人数でも食べきれるサイズの商品を拡充

窒素の充填など、独自技術を使った長鮮度商品の品揃えの充実に加
え、少人数で食べきれるセブンプレミアム商品などの品揃えも拡大
中。無駄が出にくいカット野菜や長期保存可能な冷凍食品なども拡
充し、食品ロス削減の取り組みを続けています。

重点課題❸  食品ロスの低減・廃棄物の減量化

独自の技術と工夫で食品ロス対策11

9

10

12

ご協力よろ
しくお願いします。

「海洋管理協議会（MSC）」による認証
制度。適切に管理されている漁業で獲ら
れた天然の水産物に与えられます。

MSC認証とは？

人権や地球環境に配慮した
持続可能な商品調達

持続可能な調達に向け、原材料もフェアトレード認証のカカ
オ原料を使った商品や、「海のエコラベル」MSC認証を受け
た商品など、サステナブルな原材料を使った商品を販売し
ています。今後もさらに拡大予定です。

重点課題❸  食品ロスの低減・廃棄物の減量化

サステナブルな 
原材料の使用13

豊田市との「共働によるまちづくりパートナーシッ
プ協定」に基づき、出張授業（詳細はP12⇒）を実施
した豊田市立前林中学校の1年生の生徒さんが「て
まえどり」のPOPを作成。豊田市内すべてのお店の
売場に掲示する取り組みを行いました。
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詳細は
P24へ

詳細は
P21へ

1973
「（株）ヨークセブン」設立 
（1978年に「（株）セブン‐イレブン・ジャパン」に改称）

1974
東京・豊洲に1号店オープン

1975
24時間営業開始

1993
「セブン‐イレブンみどりの基金」
設立（現：（一財）セブン‐イレブン記念財団）

2001
「（株）アイワイバンク銀行」の
ATM設置開始
（現：（株）セブン銀行）

2007
「セブンプレミアム」販売開始

2007
電子マネー 
「nanaco」導入

2011
「セブンあんしんお届け便」
スタート

2010
マルチコピー機による
「住民票の写し」「印鑑証明書」発行の
行政サービス開始

2021
グループのサステナビリティ宣言

「明日にいいこと。 
  つなげる、つづける。」発表

2022
セブン‐イレブンネットコンビニを
「7NOW」にリニューアル

1982
POS（販売時点情報管理）
システムの導入

1987
公共料金収納
代行サービス開始

日本初の本格的コン
ビニエンスストア
「セブン-イレブン
豊洲店」開店。

加盟店と本部共同で環境をテーマに
社会貢献活動を目的に設立。

グループ全体で持続可能な社会を推進するため、
スローガンを作成。

セブン＆アイグルー
プ共通のPBブラン
ド開始。当初の商品
数は49品。

※冊子内で使用した写真は、安全に配慮したうえで撮影時のみマスクを外しています。

販売データを検
証するためPOS 
（販売時点情報
管理）レジシス
テムを導入。

お客様に便利に使っていただくため、
グループ企業のATMを店内に設置。

商品を詰め込んだ車両が、地域のお客
様のもとにうかがう移動販売を開始。

2019
グループの環境宣言 

『GREEN CHALLENGE 2050』策定

       接客サービス向上への取り組み
・加盟店従業員向け接客研修
     ……………… 実施10,914回／参加者39,740人
・新人研修（ゆっくり基本コースシニア向け）
       …………………………………………………… 参加者約145人
・外国籍従業員おもてなし接客研修 …参加者約280人 

※すべて2021年度

       ノーマライゼーションの取り組み
・障がい者雇用比率 ※2022年2月末時点 …………2.34%
・障がい者職業生活相談員 ※2022年2月末時点
     ………………………………………………………………………  96人
・ジョブコーチ（企業在籍型職場適応援助者） 
    ※2022年9月末時点 ………………………………………… 19人

       食品ロス削減の取り組み
・食品リサイクル率 ※2021年度 ……………………50.3％
　※販売期限切れ商品と廃食用油などの飼料化・たい肥化として

・24時間以上販売できるオリジナルデイリー商品
    ※2022年4月末時点 ……………………………………………… 84％
        お店のサステナビリティ
・太陽光発電パネル設置 ※2022年2月末時点
     ………………………………………………………………  8,775店
・ペットボトル回収機設置 ※2022年9月末時点
     ………………………………………………………………  2,234店
・自転車シェアリング ※2022年2月末時点
     ………………………………………………… 562店 3,575台

詳細は
P8へ

詳細は
P7へ

        国内店舗数
・国内47都道府県 ※2022年2月末時点
     ……………………………………………………………  21,327店
        チェーン全店の売上（2022年2月期、国内のみ）
・売上総額 ……………………     4兆9,527億82百万円

          1店舗あたり（2022年2月期、国内のみ）
・平均日販 ……………………………………………  64万6千円
・1日平均客数 ………………………………………………  899人
・平均客単価 …………………………………………………  719円

～「近くて便利」を追求した半世紀～
2023年でセブン‐イレブン・ジャパンは創業50周年を迎えます。創業以
来、お客様ニーズに合わせて多様な商品やサービスを提供してきました。
お客様の「近くて便利」を追求した、私たちの50年をご紹介します。
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